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1. は し が き

1976年川井によって提案されたt洞打体-バネ"モデルの

実用性の立証は,まず骨組構造の静的および動的崩壊解

析用プログラムの開発によって始められた.

すなわち川井研究室では3年前に,椎名と上田真稔(竹

中工務店技術研究所),児島盛一郎(富士重工群馬製作所)

ならびに神尾洋一 (東洋エンジニアリング)が協同で,

任意形状の立体骨組構造の静的･動的崩壊解析用テスト

プログラムを開発した.そして半年にわたるデバックと

プログラム修正,テストランを経でtFRAME-1''と名付

けるパイロットプログラムが出来上がった.

以下にこのプログラムの理論的基礎ならびに仕様の概

要を述べることにする.

2.梁要素の剛性行列

新しい離散化モデルの理論的基礎については,本誌で

すでにたびたび述べているので,4)･8)･9)ここでは開発され

た剛体-バネモデルの梁要素の概要を述べるに留めたい.

梁要素の最も一般的な剛性行列 [K]は,その3次元一

般式のスペシャリゼ-ションにより容易に次の形に導か

れている.
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ここに[KbG.r],[KbGy]は,断面の慣性主軸まわりの曲げ

剛性マトリックス,[Kw]は軸剛性マトリックス,[Ke]は

St.venant携りの剛性マトリックスである.

重心の剛体変位 (α,¢)を節点変位とする∬軸まわり

の曲げ剛性マトリックスを[KbGE]とすると,次式のごと

く与えられる (図-1参照).
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図一1新しい梁モデル
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ここに,

Kl-三笠 ,K15-豊 (3)

である.

この式は重心の剛体変位 [〟.G,¢1, ㍍26,¢2]Tを節点
ベクトルとする剛性マトリックスであり,骨組構造解析

の場合図12に示すような梁の両端の変位 [u.,ulL,ulR,

〝2]Tを節点変位ベクトルにとった剛性マトリックスの
方が便利である.この場合の剛性方程式は次式のごとく

与えられる.
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